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事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
単 元 株 式 数
株主名簿管理人
事 務 取 扱 場 所
公 告 方 法

4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月下旬
100株
東京都中央区八重洲1丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部
当社のホームページ（http://www.central-uni.co.jp）に掲載します。
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告を
することができない場合は、日本経済新聞に掲載します。

◎株主名簿管理人の事務センター移転に伴い、上記のとおり郵便物送付先が変更となります。
◎証券保管振替機構（ほふり）に株券を預けられている株主様は、住所変更や買取・買増請
求等は引き続きご利用の証券会社へご連絡願います。また、未払配当金については、上記
「お電話問い合わせ先」にお問い合わせください。

＜株券電子化実施前後のお取扱について＞
◎ほふりに株券を預けられていない株主様は、以下の期間、各取扱業務の受付を停止させて
いただきます。
単元未満株式の買取請求

平成21年1月5日（月）～平成21年1月25日（日）
単元未満株式の買増請求

平成20年12月12日(金)～平成21年1月25日(日)
振替請求（特別口座から証券口座への振替請求）

平成21年1月5日(月)～平成21年1月25日(日)
※なお、平成20年12月25日(木)から平成20年12月30日（火）まで受付分の買取代金の
支払は、平成21年1月30日(金)とさせていただきます。
◎ほふりに株券を預けられている株主様に関しましても、株券電子化直前に単元未満株式の
買取・買増請求の取扱停止期間が設けられます。詳細はお取引証券会社にご確認ください。

株主メモ

第59期

中間報告書
平成20年4月1日から平成20年9月30日まで

平成20年12月30日（火）まで
〒135-8722
東京都江東区佐賀1-17-7
みずほ信託銀行　証券代行部

郵便物送付先

フリーダイヤル　0120-288-324（変更ありません）お問い合わせ先
（未払配当金など）

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行　証券代行部

平成21年1月5日（月）より

＜郵便物送付先・お問い合わせ先＞

求められるサービスを、

Close to You

いつもあなたの側へ
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事業別の概況（四半期連結）

1

株主の皆様へ

近未来の医療施設の創造に挑戦してまいります

株主の皆様におかれましては、ますますご清祥のこ

ととお慶び申し上げます。

平素は格別のご理解とご支援を賜り、誠にありがた

く厚く御礼申し上げます。

当第2四半期連結累計期間における日本経済は、原

油・資源価格の高止まり、米国でのサブプライムロー

ン問題に端を発した世界的な金融不安に伴う円高・株

安等を背景に、企業収益の減少基調とともに個人消費

が後退するなど景気は全体的に弱含み、先行きの懸念

が一層高まる状況で推移いたしました。

医療機関および医療設備を取り巻く環境は、総医療

費抑制を目的とした、医療制度改革、改正建築基準法

の影響により、医療設備の受注、完成の遅延、医療設

備製品の買い控えなどが見られ、厳しい状況が続いて

おります。

当第2四半期連結累計期間の売上高は、病院内機器が

病院の予算削減の影響を受け減少したものの、診療材

料等の販売代行・支援サービスおよびメンテナンスの

受託件数が順調に推移し、154億58百万円となりまし

た。

損益の状況につきましては、厳しい市場変化に対処

すべく、受注案件の原価管理・削減の徹底、販売管理

費および一般管理費の削減をはかりましたが、原材料

価格の高騰等の影響を受け、営業利益は9百万円、経常

利益は41百万円、四半期純損失30百万円となりまし

た。

なお、通期に対して、当社グループの医療設備工事

の売上高計上時期が、第4四半期連結会計期間に集中す

る特性から、当第2四半期連結累計期間は、経費先行と

なり低水準の業績となっております。

今後とも一層のご支援ご鞭撻を賜りますよう、衷心

よりお願い申し上げます。

代表取締役社長

増田 順 2008年12月

医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備医療設備
高度医療における安全かつ効率的な治療環境づくり
大型案件の完了による売上計上および手術室等が伸張したことにより、売上
高は、31億26百万円となりました。

（代表的な商品）
● 医療ガス供給設備工事、製品
● 手術室関連設備工事、製品
● ＩＣＵウォール工事、製品
● 病室用ウォール工事、製品
● 吸引器、湿潤器等の関連パーツ

病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器病院内機器
経営効率化機器、院内感染防止機器等を通じた病院運営支援
医療機関の備品購入の予算削減の影響を受け、診療材料・医薬品等の物品管
理用システムキャビネット、注射薬用自動払出装置の消耗品等の販売が減少し、
売上高は3億57百万円となりました。

（代表的な商品）
● 診療材料、医薬品等の物品管理用のシステムキャビネット
● 院内感染防止機器
● 注射薬自動払出装置
● フードサービス管理システム

受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務受託業務
アウトソーシングサービスを通じた病院経営効率化支援
医療ガス供給設備のメンテナンスを事業とする株式会社AMC、病院のアウ

トソーシング業務の管理業務を事業とする株式会社ヘルスケアリソースマネジ
メントが、新たに計上されたことおよびメンテナンスの新規契約ならびにそれ
に伴う設備修理等が増加したことで、売上高は、31億53百万円となりました。

（代表的なサービス）
● 診療材料等の在庫管理、搬送業務の受託
● 病院内における委託業務の一元管理業務の受託
● 医療ガス供給設備をはじめとする医療設備、機器の保守の受託

診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売診療材料等の販売
病院の診療材料、医薬品等の調達機能の受託を通じた調達コストの削減
診療材料の販売を事業とする株式会社チェーンマネジメントが新たに計上さ
れました。さらに、新規契約による販売が増加したことで売上高は、87億71
百万円となりました。

（代表的な商品・サービス）
● 医療材料、医薬品等の販売

その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他その他

（代表的な商品）
● サインシステム
● 福祉・介護関連商品

※第58期より診療材料等の販売をその他より区分しております。
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第56期 第59期 第58期 第57期 
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7,989
6,154
1,835
1,793
41
51
11
81
29
0

110
118
△ 53

4
41

15,458
13,581
1,876
1,867

9
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22
41
14
50
5

143
△ 102
△ 4
△ 30

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
営業利益
営業外収益
営業外費用
経常利益
特別利益
特別損失
税金等調整前四半期純利益
法人税・住民税及び事業税
法人税等調整額
少数株主利益
四半期純利益

■四半期連結損益計算書（要旨）

科　目
前第2四半期
2007.4.1～
2007.9.30

当第2四半期
2008.4.1～
2008.9.30

（単位：百万円）

340
△ 489
△ 227
△ 6

△ 382

3,051
2,669

1,124
△ 1,080
△ 201
△ 11

△ 168

3,275
3,106

科　目
前第2四半期
2007.4.1～
2007.9.30

当第2四半期
2008.4.1～
2008.9.30

■四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）（単位：百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額
現金及び現金同等物の増減額
（△は減少額）
現金及び現金同等物の期首残高
現金及び現金同等物の四半期末残高

43

09年3月期
（第2四半期）

売 上 高

経 常 利 益

四 半 期（ 当 期 ）純 利 益

純 資 産

総 資 産

一 株 当 た り 純 資 産

一 株 当 た り 四 半 期（ 当 期 ）純 利 益

自 己 資 本 比 率

（百万円）

（百万円）

（百万円）

（百万円）

（百万円）

（円）

（円）

（％）

17,368 

276 

△559 

11,826 

19,227 

966.26 

△46.37 

61.5

16,854 

681 

364 

12,165 

18,835 

987.57 

29.81 

64.1

24,670 

901 

439 

12,436 

22,403 

1,010.54 

35.90 

55.2

15,458 

41 

△30

12,247 

22,674 

996.58 

△2.50 

53.8

0
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（単位：百万円） 売上高 
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（単位：百万円） 四半期（当期）純利益 
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（単位：円） 一株当たり四半期（当期）純利益 
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0
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20,000

15,000

10,000

5,000

（単位：百万円） 純資産 

2009.32005.3

19,417 19,227 18,835

22,403 22,674

2006.3 2007.3 2008.3

（単位：百万円） 総資産 

通期　　前第2四半期　　当第2四半期 

通期　　当第2四半期 

通期　　前第2四半期　　当第2四半期 通期　　前第2四半期　　当第2四半期 

通期　　当第2四半期 

16,704 17,368 16,854

24,670

15,458

5,927 6,533 6,842
7,989

276295

901

4175 81

△374
△559

△534

681

△30

△354
△283

81

364
439

16 41

5.70

29.81
35.90

△2.50

△46.37
0

15,000

12,000

9,000

6,000

3,000

2009.32005.3 2006.3 2007.3 2008.3

通期　　当第2四半期 

12,535
11,826 12,165 12,436 12,247

08年3月期07年3月期06年3月期05年3月期

財務ハイライト

16,704  

295 

81

12,535 

19,417 

1,022.76 

5.70 

64.5

四半期連結財務諸表

■四半期連結貸借対照表(要旨)

（資産の部）
流動資産
現金及び預金
受取手形及び売掛金
有価証券
商品
製品
原材料
仕掛品
繰延税金資産
関係会社預け金
その他
貸倒引当金
流動資産合計

固定資産
有形固定資産
無形固定資産
のれん
その他
無形固定資産合計
投資その他の資産
固定資産合計

資産合計
（負債の部）
流動負債
固定負債
負債合計
（純資産の部）
株主資本
資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式
株主資本合計

評価・換算差額等
その他有価証券評価差額金
為替換算調整勘定
評価・換算差額等合計

少数株主持分
純資産合計
負債純資産合計

科　目 当第2四半期末
2008.9.30

（単位：百万円）

前期末
2008.3.31

3,741
8,129
300
673
476
78

1,420
324

1,800
828
△10

17,763

3,350

113
199
313
976

4,640
22,403

8,870
1,097
9,967

1,707
2,863
8,190
△402
12,358

17
△14
2
75

12,436
22,403

3,870
6,552

0
769
522
101

2,181
431

2,800
836
△18

18,048

3,312

100
161
262

1,051
4,626
22,674

9,411
1,015
10,427

1,707
2,863
8,025
△402
12,192

19
△23
△3
57

12,247
22,674

当期から金融商品取引法に基づく四半期報告制度が導入されたことによ
り、表記内容が変更されていますが、当冊子では株主様の利便性を考慮
し、以下を取り決めました。

■収益関連数値については、期初からの「累計値」を用いています。
■当四半期の財務情報と前年同期の財務情報とでは会計基準や用語表現
などが異なります。しかし前年と比較しやすいよう、主要数値については
「ご参考値」として併記しています。その際、前年同期（中間期）について
は「前第2四半期」と記述しています。

※記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

当冊子の表記について



TOPICS

中期経営計画の策定について

当社グループは、病院経営者、メディカルスタッフが直面する経営効率化の課題解決ならびに患者サービス向

上に関する支援を通じた「より機能的でより安全な環境づくり」とコンサルティングからサービス（人的・物的）

の一体提供による「継続的経営支援」を目指しております。

平成23年3月期までの3ヵ年の経営計画につきましては、前経営計画の「再生」をベースに、次の成長へ向け

「覚悟と挑戦」をキーワードに各施策を実行し、達成してまいりたいと存じます。

株式の状況（2008年9月30日 現在）

■ 発行可能株式総数　　　 20,000,000株

■ 発行済株式総数　　　　 12,979,200株

■ 単元株式数 100株

■ 株　主　数 470名（前期末比12名減）

株式の状況

大株主（上位10名）

持株数（株）
発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合（％）

51.00

11.90

6.78

3.89

1.93

1.52

1.17

1.14

1.14

1.03

グリーンホスピタルサプライ株式会社

増田投資事業有限責任組合

増田　貞満

クレディ　スイス　ユーロ　ピービー　クライエント　エスエフピー　ブイエル

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

従業員持株会

増田　順

増田　拓哉

増田　聖哉

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

株主名

6,619,400 

1,545,100 

880,520 

505,400 

250,000 

197,400 

151,460 

148,200 

148,200 

133,300 

（注） 1．所有株式の割合は、小数点第3位未満を四捨五入して表示しております。
（注） 2．当社は、自己株式（747,710株）を所有しておりますが、当該株式には

議決権がないため、大株主から除外しております。

会社概要（2008年9月30日 現在）

会社概要

主要な事業内容（連結）

株式会社セントラルユニ
7706
CENTRAL UNI CO.,LTD.
代表取締役社長　増田　順
昭和26年9月
17億7百万円
東京都千代田区西神田二丁目3番16号
803名（連結）169名（単独）
7ヶ所
1ヶ所

増　　田　　　　　順
西　 積
元　　田　　忠　　麿
細　　川　　賢　　治
古　　川　　國　　久
大　　橋　　　　　太
田　　中　　伸　　明
小　　川　　宏　　隆
藤　　原　　　　　孝
松　　尾　　尚　　弘
竹　　原　　靖　　昌
小　　川　　浩　　賢

代 表 取 締 役 社 長
取 締 役 副 社 長
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役
監 査 役

■会　社　名
■証券コード
■英　訳　名
■代　表　者　
■設　　　立
■資　本　金
■所　在　地
■従　業　員
■支　　　社
■工　　　場
■取締役及び監査役

品目別区分 主要品目

医療設備工事医
療
設
備

受
託
業
務

医療ガス供給設備工事、手術室関連
設備工事、ICUウォール工事、病室用
ウォール工事

医療設備製品
湿潤器、吸引器、医療ガス供給設備
製品、手術室関連設備製品、ICUウォ
ール製品、病院用ウォール製品

物流管理 医療材料等の在庫管理、搬送業務の
受託

業務管理 病院内委託業務一元管理

医療診療材料等

そ　の　他

診療材料等
医療材料等の販売、福祉・介護関連
商品、サインシステム

病院内機器

物品管理システム、フードサービス
管理システム、ディスインフェクタ
ー、注射薬自動払出装置、ユニ・オ
ムニセル

医療設備保守 医療設備保守受託業務

5 6

市場を創造する新製品、 
ビジネスモデルの開発・展開 
 

プロジェクト案件に対するグループ 
総合力を活かした提案 
 

医療設備工事受注高増加に伴う、 
原価管理精度の追求 
 

メーカーとして販売した設備、 
機器メンテナンスサービスの拡大 
 

包括的アウトソーシングビジネスの拡大 
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H21.3予定 H22.3予定 H23.3予定 

中期経営計画 

246億 

350億 
384億 

400億 

中期経営計画の達成に向けて　―覚悟と挑戦―


